












えられる。初期から中期にかけての大江文学には、監禁死、暴力、病的な感覚などのイメージを通して「狂気」の主題を見ることができる。それ 対 、中期から後期 か














を時代背景にし 『芽むしり仔撃ち』を中心に、全体を通して、「人殺しの時代、狂気の時代 、という死のイメージを代表した時代の描写、「大人」 権力に抑圧された「子供」の絶望的な世界、「監禁されている状態、閉ざされた壁の中に生きる状態」 中にいる「子供 世界 果たす
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重要性を読み取ることが出来る。また、時代認識において「子供」の視点を置くことで、時代の狂気がより強く反映されている。そして、大江が感じ取ったもうひとつの時代の狂気とは、





取り上げ、精神病理学を踏まえて論じ 。大江 作品では、目の負傷や視力の乏しい人物がしばしば描かれ そして、『鳥』、「共同生活』、「空の怪物アグイ
l
』という一連の作
品では、いずれも主人公が幻影の世界を作り出し次に、『万延元年のフットボール』にお て、時間意識の視点から兄弟の主人公の内部 世界を考察する。最後に、狂気の問題がもっとも具体化された短編集『われらの狂気を生き延びる道を教えよ』の中で 「狂気の血」などの狂気の諸相を考える口
第三章では、〈個人の救済〉を論じる。自己救済は障害
のある大江の息子とも深く関わる 題である。大江にと
て障害者の問題から逃げずに受け止めることは正統的な人間であることにつながる。自己欺臓やエゴイズムにとらわれず、正面から困難を乗り越えることこそが、自己救済であると捉えている白大江にとって 救済とは、知的障害者の息子が再生し、自立できることである。そして 作中に描かれている、成長して自立した障害者のイメージが大江自身の自己救済に り得る である。
第四章では、〈人類の救済〉を主題にした作品である三
部作『燃えあがる緑の木』を論ず 。宗教的、神話的な済のイメージ、樹木 再生力 祈 の力などが結びつけられている。大 文学 「救済」には、人類はこの核時代をどのように生き延びるかという課題が根底にあると考えれる。作者の、人類の救済を託した希望 読み取る とができると同時に、人類の終末に対する作者の恐怖感を感じざるを得ない。
このように、大江文学では、「狂気」は内外に存在する
































































編群を集めて一冊の本にした時に、こ タイトルを けた心情を考察している。こ 短編群には、ブレイクやオ
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兄さん」の信仰が結実した教会の性格について述べている。森の中のこの教会は、神も教義もない一種 空洞であるが、ここで人々は自由に祈り、自然や死者 とも 生きることができる。こ ような、宗教という名の組織をもたな 信仰の場は、「燃える木」と「緑の木」という対立概念 合体による、統一と調和をあらわすユートピアであり、「救済」を象徴するトポスであるとする。大江健三郎が理想とする世界のモデルを示すのが であり、そこにはスピノザの影響が見られると論者 指摘している
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この第四章は、三部作に共通する「救済」の観念につい










分析による論証の綴密さ 分析方法 斬新さ、論点 一貫性、また日本語表現 的確 な に って、あざやかに実現されていると見ることができる。
結論として、本論文は、学位論文として適切かつ優秀な
ものと判断される。
以上が、審査報告である。
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